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学校教育目標 ゆめにむかって えがおいっぱい みんなでチャレンジ

＜短い夏休みに＞

臨時休業で失った授業時間を確保するために
３月と４月の臨時休業のために教科等の指導時間が大幅に削られてしまいました。これを回

復するため、本校では開校記念日を登校日にしたり、例年、行事の準備に費やされていた時間

を教科指導に振り分けたりして、授業時間の確保を進めてきました。しかし、例年のスピード

に追い付くまでには至っていません。このことは本校に限ってのことではないので、大仙市全

体で学校管理規則を改正し、長期休業を縮減して登校日を増やす予定です。

※学校管理規則：市町村ごとに学校の様々な要件が定められたもので、その中で長期休業

の日数や期間が決められています。

改正されましたら、市教育委員会から正式に文書が配付される予定です。

今のところ、夏休みについては、以下の期間になるとの情報をいただいています。

改正前 ７月２０日～８月２０日 → 改正後 ７月２０日～８月１６日（４日間の縮減）

制服展示会があります
このことについては、先にご案内をお届

けしています。中仙地域の中学校が１つに
なることに伴い、その準備
が進められていますが、そ
の一つに制服の変更があり
ます。今のところ、２種類
の案があるようです。その
決定に際して、広くご意見
を頂戴するために中学校だ
けでなく、地域内４小学校
にも展示されます。
本校の展示は次の日時に行います。
６月１８日（木）～２２日（月）
・８：３０～１７：３０
・初日１８日は午後から
・会場は職員玄関前です

６年生にとっては、およそ９か月後には
着用する制服です。お時間がありましたら、
また、学校へお立ち寄りの際はぜひご覧に
なっていただきたいと思います。そして、
ご意見、ご感想を頂戴できれば幸いです。

感謝：このようなことがありました
本紙１８号で、サツマイモの苗が復活してき

たことを載せましたが、実はそこには理由があ
ったのです。
先日、「休日に、１年生の〇〇さんと保護者

さんが水遣りをしてくれていましたよ。」との
情報を聞きつけました。「えっ、そんなことが
あったんだ。」とびっくり。なんとありがたい
ことでしょう。本当に感謝申し上げます。
このことのように、私たち職員が気付かない

ところで、保護者の皆様、地域の皆様からたく
さんのご支援をいただいているのですね。

熱中症予防に向けて、
ぜひ帽子の着用を！

『がまんネットチャレンジ！』が
この日曜日から行われます

今年度も、情報機器（テレビやスマホ、ゲー

ム機等）の利用の仕方を考えてもらう「がまん

ネットチャレンジ」を行い

ます。これは、中仙地域の

６つの小中学校がいっしょ

に取り組んでいる事業です。

やり方の案内は、明日配付

されます。ご多用の折です

が、どうかよろしくお願い

します。



その９

このコーナーは、本校のこれま

での半世紀をたどり、次の時代に

に向けてエールを送るものです。

火災後、長野小学校はどのような状況だったのでしょうか。

「広報なかせん」には、火災の２か月後の様子について記載がありました。

昭和４４年２月２０日付の広報の３ページめ

火災の年、１年生だったお子さんは、今年５９歳、６年生は６４歳になられる方々です。

冬の真っただ中、どのような学校生活だったのでしょうか。

記載から、中仙町内、そして大曲仙北からたくさんのあたたかい支援があったことが、なん

ともうれしい気持ちにさせてくれます。

さて、町で行っているあらゆる検討とはどのような内容だったのでしょうか。３月定例議会

で町長さんが、新年度を迎えるにあたり施政方針を述べていらっしゃいます。その中に、この

先の方向性を見出すことができます。

その後の長野小学校

全教室を確保し、平常授業 あたたかい救いの手に感謝
冬休みにあと３日、昨年１２月２０日未明全焼した長野小学校では、３学期の授業が心

配されていましたが、焼け出された３９４人の生徒に対して、各方面から教具、教材や義

援物資、見舞金、激励が寄せられ、旧長野中学校跡の長野公民館と中仙幼稚園を補強改造

し、全教室、職員室、体育館、それに机、椅子など教材教具を確保して、冬休みを３日繰

り上げて１月１７日から平常通り授業を行っています。

生徒はもちろん、心配していた父兄たちも胸をなでおろし、各方面からのあたたかい救

いの手に感謝しています。

寄せられた教具、教材は大曲仙北児童生徒職員一同からピアノ１台、テープレコーダー

２台、レコードプレーヤー３台、幻灯機２台、ステレオ１台、オルガン６台、メトロノー

ム１台、大曲中学校から図書８５０冊、その他郡外の小学校、町内の育成会など各種団体

からの義援物資などを合わせると金額にして６０万円にものぼります。

また、町では耐火構造による立派な校舎早期再建のため、あらゆる検討が行われていま

す。


